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(参考資料  １) 
建設省(1999)平成 10 年度 水環境における 

内分泌攪乱化学物質に関する実態調査結果 
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(参考資料  ２) 

 
平成 12 年度 環境実態調査底質調査結果(環境省) 

 
ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ 

年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 15 120 ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 15 3800 ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 15 42 ug/kg 

 

4-t-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 1.5 10 ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 1.5 15 ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 1.5 1.9 ug/kg 

 

4-n-ｵｸﾁﾙﾌｪﾉｰﾙ 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 1.5 ND ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 1.5 ND ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 1.5 ND ug/kg 

 

ﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙ A 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 5 ND ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 5 30 ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 5 ND ug/kg 

 

17α-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 0.01 ND ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 0.01 0.13  ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 0.01 0.15  ug/kg 

 

17β-ｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 0.01 0.01  ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 0.01 0.13  ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 0.01 0.86  ug/kg 

 

ｴﾁﾆﾙｴｽﾄﾗｼﾞｵｰﾙ 
年度 都道府県市名 河川・湖沼・海域名 調査地点名 時期 採水日 検出限界値 データ 単位 

H12 大阪府 石津川 毛穴大橋 冬季 H13.1.16 0.01 ND ug/kg 
H12 千葉市 印旛放水路 汐留橋 冬季 H13.1.30 0.01 ND ug/kg 
H12 千葉県 手賀沼 手賀沼中央 冬季 H13.1.9 0.01 ND ug/kg 
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